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[bookmark: _GoBack]様式例１（製紙事業者や輸入事業者が作成する確認結果を記録する書面） 
納入する紙に使用するバージンパルプの原料の木材等（間伐材、竹・アシ等の非木材、和紙用のこうぞ・みつまた等を含む。）に関し、公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会の「持続可能性に配慮した紙の調達基準」の２(2)の①～⑤について、同調達基準の別紙に定める方法により確認を実施した結果は以下のとおりです。 
	確認方法 
	確認結果 
	根拠 

	①当該木材等について、生産国・地域の法令上必要な手続きが実施されて伐採・採取されたものであること。 
	【記載例】 
・伐採許可が交付されている。 
	【記載例】 
・伐採許可書により確認 

	②当該木材等が生産・採取される森林等について、森林経営計画等の認定を受けている、または、土地所有者等が管理や整備に関する計画または方針を有すること。 
	【記載例】 
・森林所有者作成の管理計画に基づき経営されている。 
	【記載例】 
・管理計画書により確認 

	③当該木材等が生産・採取される森林等について、希少な動植物が存在する場合は、伐採作業等を含め、その保全のための措置が講じられていること、泥炭地や貴重な天然林など保護が必要な重要な森林等がある地域についてはその保全のための措置が講じられていること及び農地等に転換されるものでないこと。
	【記載例】 
・木材の生産林においては、希少な動植物の生息は把握されていない。 
・希少な猛禽類が営巣しているため、対策として・・・を行っている。 
・一次林が保護地域として設定され、伐採対象から除外されている。 
	【記載例】 
・行政機関や NGO 等が公表している希少動植物の生息情報や現地調査の結果により確認 
・希少動植物保全のための作業指示書・マニュアルにより確認  
・森林計画図により確認 
・生産国の関係事業者への聞き取りにより確認。

	④当該木材等が生産・採取される森林等について、先住民族等の権利に関わる場合は、事前の十分な情報提供に基づく、自由意思による合意形成が図られていること。
	【記載例】 
・森林の管理や伐採について、先住民族や地域住民の代表に説明し、理解を得ながら行っている。 
・当該森林のある地域で慣習的な権利を有する先住民族は把握されていない。 
	【記載例】 
・伐採企業と地域住民等との合意書により確認 
・行政機関や NGO が公表している先住民族の慣習権の分布図により確認。 

	⑤当該木材等の伐採・採取に従事する労働者に対して、安全衛生に関する教育を行い、適切な安全装備を着用させているなど、安全で衛生的な労働環境が確保されていること。
	【記載例】 
・作業員全員に対して安全衛生に関する研修を受講させている。 
・安全装備として、・・・を着用させている。
	【記載例】 
・研修受講記録により確認 
・作業風景写真により確認 
・生産国の関係事業者への聞き取りにより確認


 ※確認した文書の写しや聞き取り先から受けた説明の詳細な記録等を合わせて保管しておくこと。 
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